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TOPICS

　平成27年 ６ 月25日（木）・2６日（金），自然科学本館及び自然科学系

図書館を会場に，金沢大学資料館を当番館として大学博物館等協議

会2015年度大会・第10回博物科学会が開催されました。

　大学博物館等協議会は大学に設置された博物館，美術館，資料館

等が中心となり，博物館活動に関係する様々な情報を共有して，博

物館の進展に寄与し，協力して直面する問題の解決を図っていくた

めの団体です。また，同協議会の目的を達成するため，協議会開催

に併せ，例年博物科学会も同時開催されています。今大会には全国

から2６館，約110名の参加があり，博物科学会では口頭で15件，ポス

ター・セッションで15件の研究発表が行われました。

　山崎光悦金沢大学長の歓迎の挨拶に続き，大会のメインイベントとなるシンポジウムが開催されました。今

大会ではシンポジウムのテーマとして「ヴァーチャル・ミュージアムの現状と目指すもの」が取り上げられまし

た。奥野正幸大会実行委員長（金沢大学資料館長）から本テーマを選んだ趣旨説明があり，続いて古畑徹金沢大

学附属図書館長から「ヴァーチャル・ミュージアムの現状と目指すもの～金沢大学を例として～」と題し，金沢

大学資料館の事例を織り交ぜての特別講演が行われました。

　特別講演に続き，安達毅秋田大学教授による「秋田大学における資源学教育の一例として～バーチャル鉱山

実習システムの開発と活用～」，岡室美奈子早稲田大学演劇博物館長による「演劇博物館デジタル・アーカイブ

の現状と課題」の 2 題の招待講演が行われました。

　また，栗林祐司国立文化財機構事務局長から，2019年にICOM

（International Council of Museums；国際博物館会議）大会が京

都で開催されることが決定した旨の特別報告がありました。

　この後，講演者 3 人にゲストパネリスト堀井洋氏（合同会社

AMANE），コーディネータに奥野正幸資料館長を加えてのパネル

討論があり，参加者を交えた意見交換も行われました。

　なお，このシンポジウムでの発表内容は，金沢大学資料館紀要第

11号（平成28年 3 月刊行予定）に掲載を予定しています。

大学博物館等協議会 2015年度大会・第10回博物科学会を開催
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　「金大資料館コレクション展」には学内外を問わず多くの皆さまにご

来館いただき，大盛況のもとに幕を閉じました。今回特に注目された

のがテラコッタ（素焼き）の恐竜やマンモスをかたどった「前世紀動物

模型」でした。これらはおよそ100年前に島津製作所で製造され，教材

として四高で使われていました。また，加賀藩の測量士・遠藤高璟（え

んどうたかのり）による江戸時代の日時計「し景儀」も数台しか現存し

ていない貴重な品で，高い関心を集めました。文化財を通して金沢大

学の歴史に親しんでいただける展覧会となりました。

　平成2６年度後期に資料館展示室で開催した展示の出張展示を自然科学系図

書館で行いました。きのこのムラージュ標本，暁烏陶磁器コレクション，理

工研究域自然システム学系梅林正芳助手蔵の植物図のほか，テーマに合わせ

同図書館が所蔵する植物関連の図書も並べられました。

企画展 金大資料館コレクション展2015：資料館再発見。
会期  平成27年 4 月 8 日～平成27年 ９ 月11日　 会場  資料館展示室

出張
展示

学生が贈る，企画展示。植物図○館
会期  平成27年 6 月 3 日～30日　 会場  自然科学系図書館

資料館展覧会ポスター展『展覧会の記録』
会期  平成27年 6 月 2 日～2９日　 会場  中央図書館ギャラリーα

学生による資料館紹介ポスター展
会期  平成27年 8 月 4 日～28日　 会場  中央図書館ギャラリーα

展示活動報告

　平成24年度～2６年度までの 3 年間に資料館が開催した展覧会の記録をポ

スターで紹介しました。会期中，大学博物館等協議会の開催があり，学外

の博物館学等を専門とする皆様に本学資料館の活動の一部を紹介すること

ができました。

　今年度の博物館情報・メディア論では，「資料館または資料館の企画展示をテーマ

としたポスター制作」が課題として出され，受講学生たちはこのテーマで各自制作に

取り組みました。せっかくの力作なので作品を図書館ギャラリーαで展示し，皆様

にも見ていただくことにしました。

展示室での閲覧風景

出張展示の様子

ポスター展示の様子

川邊咲子さん作品
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大学博物館等協議会2015年度大会に参加して

第四高等学校資料整理に携わって

資料館での雑感

　今回金沢大学で行われた大学博物館協議会にアルバイトとして参加しました。

自然研には全国各地から大学博物館の関係者の方々が大勢集まり，大学博物館の

現状と課題についての情報を交換していました。報告会では大学博物館での活動

内容，デジタル・アーカイブの利用状況や成果について発表しあいました。パネ

ルディスカッションや質疑応答では，入場者数や予算の問題，展示に使用された

最新技術や展示方法に対する活発な議論が交わされていました。大学博物館それ

ぞれに展示内容や展示方法にその大学の特徴や特色を生かそうとする工夫が多く

見られて興味深く，議論によって相互に高め合おうとする姿勢が感じられました。

　私は今までこの協議会の存在を知らなかったので，資料館の活動の新しい面を見られてとても新鮮でした。この

ような場での討論によって全国の大学博物館が工夫しながら活動しているということを，より多くの人に知ってほ

しいです。

人間社会学域人文学類 3 年　相馬美桜

　私は今年の 5 月から，当資料館の地下にて資料整理の業務に従事させてもらっている。金沢大学の資料館の収蔵

品はすべて金沢大学にまつわるものであるため， 比較的年代の新しいものを扱うことも多い。業務を始めて間もな

いころは，そのために戸惑うことがしばしばであった。「資料」と聞けば何とは無しに，古びた様子のいかにも「価

値のありそうなモノ」をイメージしがちであって，特に資料年代が21世紀で，自分よりも若いものなどは博物館資

料だと認識するのには些か抵抗があったのである。しかしながら，それらがこれから100年200年と時を経て，どれ

ほどの資料価値を持ってくるかは未知数だ。ふとそれに気づいてからは，この資料整理がたいそうおもしろく感じ

られ，またこのような経験をさせていただけることをまことに有難く思うのである。

人間社会学域人文学類 1 年　古保みのり

大学博物館等協議会大会
シンポジウムのパネル討論

平成 27年 3 月～7 月

移管・寄贈資料
今期も貴重な資料の数々を移管・寄贈していただきました。当館にて大切に保管し，
貴重な資料として活用させていただきます。改めて感謝申し上げます。

▎移管

• 金沢大学角間キャンパス模型　（ ６ 点）

• 剥製標本「イタチ」ほか　（29点）

• サンタ・クローチェ教会大礼拝堂立体パネル

• 『金沢大学50年史』作成資料　（インタビュー録音CD-R）

• 第四高等中学校医学部講義口述録　（31点）

施設部

大竹茂樹教授

宮下孝晴教授

中村正人教授

附属図書館

▎寄贈

• 四高四稜星旗

• 絵葉書「第45回記念祭　時習寮」
• テレホンカード「卒学50年記念大会　四高北都会」

• 須藤憲三金沢医科大学第二代学長の大礼服の帽子，儀礼刀，刀掛け

• 北辰囲碁会優勝カップ

四高同窓会

荘保純一氏

須藤　宏氏

四高北辰囲碁会

剥製標本「イタチ」

四高医学部講義口述録

大礼服用儀礼刀
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開催案内

　明治末年に金沢大学の前身となる医学校や病院が置かれる前，宝町キャンパスは加賀

藩の与力が住んでいた町でした。長年の発掘調査で，金沢大学埋蔵文化財調査センター

は与力の人々の家のあとが大学時代の地層の下に残っていたことを明らかにしました。

　調査の結果，住人の名前の記され

た遺物も出土し，屋敷地は絵図に残

るとおりの区画であることが明らか

になりました。さらに，たくさんの

皿や茶碗，木製品といった生活道具が発掘され，これらの遺物から当

時の生活の様子を知ることができます。また，茶道具や遊具なども発

見され，文化的な豊かさもしのばれ

ます。

　今回の特別展示では，この地の住

人であった与力の人々の使っていた

モノから，加賀藩の士族の生活をの

ぞいていただきたいと思います。

　金沢城内での写真展は，金沢大学

ホームカミングデイに合わせ平成21

年から毎年開催しており，今年で 7

回目を迎えます。かつて，金沢大学

はお城の中にある大学としても知ら

れており，写真展では総合移転前の

丸の内キャンパスの懐かしい姿を見

ることができます。

特別展 加賀藩与力 武士のほまれ　−金沢大学の発掘展−
会期  平成27年10月 1 日～11月11日　 会場  資料館展示室

写真展 よみがえる城内キャンパス
会期  平成27年10月27日～11月 5 日　 会場  金沢城公園鶴の丸休憩所

お知らせ

i-ACANTHUS 2015
美術教育専修の教員，在学生，卒業生による美
術展が開催されます。どうぞお楽しみに。
　会期 11月17日（火）～27日（金）
　会場 資料館展示室

ドイツ統一への道
パネル展及び講演会

ドイツ統一25周年を記念し，全国を巡回して開
催するものです。詳細は次号でお知らせします。
　会期 平成28年 2 月17日（水）～ 3 月 2 日（水）
　会場 資料館展示室

－特別展関連金沢大学公開講座－

金沢城下町の生活
～発掘調査から金沢の江戸時代を考える～

日　時 10月 4 日（日） 10:30～1６:00
会　場 金沢大学サテライト・プラザ
受講料 一般:2,250円　高校生以下:900円

問合せ先 金沢大学地域連携推進センター
TEL 07６-2６4-5272（要事前申込）

　大学博物館等協議会大会が ６
月に本学で開催されました。本大

会での他館職員との情報交換が契機となり，将来
本学資料館も「博物館に相当する施設」としての指
定を受けてはとの気運が高まりました。これまで
に指定を受けている国立大学の博物館等の施設は
少ないですが，指定されたあかつきには資料館の
教育・研究機能が強化されることが期待されます。

（村田勝俊）

編集後記

宝町キャンパス発掘調査の様子

昨年度の展示の様子

平成27年度入館者

平成27年度月別入館者数

27年度入館者数

26年度入館者数
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月 ４ 月 ５ 月 ６ 月 ７ 月 ８ 月 ９ 月 １０ 月 １１ 月 １２ 月 １ 月 ２ 月 ３ 月 合計

２６年度 677 485 188 968 1,321 262 523 566 200 606 330 294 6,420

２７年度 984 493 703 689 2,869

（平成27年 4 月～ 7 月分）
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